
地方再生まちづくり小委員会打ち合わせ議事録 
 

 

日時：2019年 5月 20 日 16 時‐18 時 

場所：都市センター（執務室横のミーティングスペース） 

 

参加者：浅野聡，浅野純一郎，今村洋一，佐藤雄哉，高取千佳，阿久井康平，劉一辰，辛島一樹 

 

資料：①議事次第，②小委員会設置申請書，③2019 年度 美しい愛知まちづくり講演会のメモ 

 

 

■ 報告事項 

１． 地方再生まちづくり小委員承認の件 

浅野先生より，資料②に基づき報告がなされた。 

 

２． 高蔵寺ニュータウン公開研究会の件（2019年 3月 30 日開催） 

浅野先生および今村先生より，準備内容や当日の様子などが報告された。 

 

３． その他 

浅野聡先生より，中部支部としての今後の活動方針について報告がなされた。 

 次年度（2020 年度）は中部支部 30 周年を迎えるため，30 周年記念シンポジウムを行う。

小委員会の活動と連動しながら活動を計画していく。 

 次年度の都市計画学会の全国大会（学術研究論文発表会）は中部で開催されるが，その前日

のエクスカーションを 30 周年記念のアピールの場として，うまく活用する。 

 シンポジウムは 3 回程度のリレーシンポジウム形式を想定している。第一回は公共交通研

究小委員会の活動（7 月 11 日）が予定されている。第二回は 9 月頃（内容は未定），第三回

は 12 月頃を予定している。第 3 回をメインの 30 周年記念シンポジウムとする。可能なら

支部研究発表会に合わせて開催する（例年 10 月頃に行っているが 12 月に遅らせる？）。 

 記念シンポジウムの大きなテーマは「コンパクトシティ」とされている（具体的な内容は未

定）。 

 アウトプットは未定だが，イメージとしては 5 年前に作成された 25 周年誌の冊子の内容と

同様のアウトプットを想定してよいのではないか。 

 その場合，県の取り組みなども職員に執筆したので，同様に依頼するなら早めに依頼する。 

 

 

  



■ 議題 

資料①に基づき以下の点について協議がなされた。 

 

１． 委員会の構成・スケジュール 

委員会の構成は，a.土地利用・施設整備，b.景観，c.歴史の３つの小部会で構成される。 

 

2019 年度のスケジュールは以下の通り決定された。 

 第一回委員会 2019年 5月 20 日 

 第二回委員会 2019年 9月 10 日：景観講演会の準備（16 時‐18 時を予定） 

 景観講演会  2019年 10 月 11 日（金）：地方都市見学会+意見交換会の準備 

 地方都市見学会+意見交換会 2019 年 12 月 

 第三回委員会 2020 年 1～2 月：次年度の活動＋若手研究者（もしくは行政側の職員等）

による話題提供（話題は.土地利用・施設整備，歴史から） 

 

 

２． 委員会活動の方向性・内容 

a.土地利用・施設整備 

 次年度（2020 年度）30 周年記念シンポ「コンパクトシティ」に係わる活動を展開する。 

 地方都市見学会+意見交換会を実施する。今年度の開催場所は今後決定される。 

 

b.景観 

 支部内地域都市の景観計画策定都市のフォロー等に関する活動を展開する。 

 2019 年度は蒲郡市主催の景観講演会を問う小委員会で切り盛りする。 

 

c.歴史 

 高蔵寺ニュータウン公開研究会の成果の活用を検討する。 

 支部内地域都市の都市計画遺産の発掘を中心に活動を展開する。 

 

その他として，各委員会では若手研究者（もしくは行政側の職員等）による話題提供を行う。 

 

 

３． 景観講演会 

 資料③の内容を具体化する。第 2 回委員会で，その打ち合わせを行う。その場で蒲郡市の

職員から景観計画，立地適正化計画に関する取組みについて話題提供を頂けるよう依頼す

る。 

 

 

４． 高蔵寺ニュータウン研究会の件 

 高蔵寺ニュータウン公開研究会の成果の活用として，文字おこしの文章をオーラルヒスト

リーとして 30 周年誌に掲載してはどうか。 

 都市計画遺産の発掘の対象を，ニュータウン，団地，公営・公団住宅，社宅等とする。 

 活動の経過報告を随時行う。また，第三回委員会で今年度の成果をとりまとめ報告する。 

 


